
　

財政健全化推進プログラム推計と平成１８年度決算額との比較検証

（単位：百万円）

町民税・固定資産税・軽自動車税など

地方消費税や自動車取得税の一部を交付

町の財源不足に対して国が税金の一部を交付

町の施設の使用料や住民票など交付手数料など

国や道からの事業に対する補助金など

町が事業を行うために必要なお金を借入れる

受益者負担金、繰越金、諸収入など

支出が義務付けられている経費

職員の給与や議員、委員の報酬など

各種医療給付費、児童手当金など

町が支払う借金の返済金

道路整備や施設の建設など

賃金、旅費、光熱水費、委託料、備品購入など

各種補助金や消防署、衛生センターなど支出

病院、下水道、介護保険などへの支出

維持補修費、積立金など

財源不足増加

一般会計決算においての最終財源不足額は　約２億９百万円 と厳しい財政運営となりました。

推計と決算額の検証結果は　約１千６百万円 財源不足額が増加した結果となりました。

　　　　　《不足額に対応するために基金(貯金)を取り崩しました》

区 分 １８推計額 １８決算額 比較額 各 区 分 の 説 明

収
　
　
　
入

地 方 税 507 497 △ 10

譲与税・交付金 279 298 19

地 方 交 付 税 2,563 2,630 67

使用料・手数料 130 136 6

国 ・ 道 支 出 金 1,103 850 △ 253

町 債 938 842 △ 96

そ の 他 の 歳 入 363 310 △ 53

合 計 5,883 5,563 △ 320

支
　
　
　
出

義 務 的 経 費 1,849 1,832

扶 助 費 298 293

普通建設事業費 2,040 1,632

△ 17

人 件 費 851 835 △ 16

△ 5

公 債 費 700 704 4

△ 408

そ の 他 の 経 費 2,187 2,308 121

物 件 費 644 670 26

補 助 費 608 700 92

繰 出 金 727 757 30

そ の 他 208 181 △ 27

合 計 6,076 5,772 △ 304

収 入 ー 支 出 △ 193 16△ 209

いまかね町の台所事情



歳　　入 ～　町が活動するお金は、何でまかなっているでしょうか？　～

２９億 ５８億

一般会計は、福祉、教育、道路、公園など町の基礎的な事業を行う会計（財布）です。

この一般会計の歳入の割合では、地方交付税が全体の約半分を占め、ついで、国・道支出金、町債などの

 順になっており、町税については、全体の１割弱となっています。

歳　　出

①　集まったお金はどのような分野に使われているでしょうか？

環境・予防の向上 道路・住宅整備

6億

２９億 ５８億

社会福祉の充実や、今金小学校改築や図書の充実など教育・文化の振興に、あるいは今金経済を活性化させる

 ための産業の振興といった、生活に密着した分野に重点的に支出されています。

②　町民１人あたりに計算すると９０万５千円＊の町民サービスを行っていることになります。

＊今金町の人口：６,３７２人（平成１９年４月１日現在）で割っています。

8億8百万円

(14.0%)(12.2%)

7億4百万円

町 債 その他

7億4千4百万円

教育・文化の振興

(14.5%) (12.5%)(49.0%)

地方交付税

26億3千万円 8億5千万円

平成１８年度 一般会計決算額の状況

１

4億

9千7百万円

町 税

8億4千2百万円

２

9億3千万円  3千3百万円

(9.4%)

福祉の充実

6億9千7百万円 14億2千万円

その他借金の返済

(16.1%) (11.0%)

国・道支出金

０

(14.6%)

(12.1%)

産業の振興

(10.0%)

5億8千万円

(24.6%)

０

１４万６千円 ９万９千円 １１万円 ９万１千円

２２万３千円 １１万円 ２万７千円 ９万９千円

福 祉 の 充 実 に 環境・予防の向上に 産 業 の 振 興 に 道路・住宅整備に

教育・文化の振興に 借 金 の 返 済 に 消 防 ・ 救 急 に そ の 他 の 業務に



★地方債（借金）について　・・・　　　　【一般会計分】

　町も一般家庭と同じように、道路整備や公共施設の建設といった大きな事業を行うときは、

借金（ローン）を組みます。これを地方債といい、国や銀行などから資金の融資を受けます。

　借金はしないことにこしたことはありませんが、公共施設などは将来の町民も利用することから、

税金を一度に一つの事業に充ててしまうと、その他の行政サービスに回す税金が減り、サービスの低下

を招きます。そこで、ローンの返済に将来の町民の税金を充て、税金の使い道の均衡を図ります。

（単位:百万円）

（単位:百万円）

（単位:百万円）

町の借金はどのくらいあるの？

5,705 5,694

5,582

5,702

5,950

H14 H15 H16 H17 H18

町ではなるべく将来の負担を少なくする
ため、償還金（返済）の一部を地方交付
税で補てんされる有利な借金の制度を活
用しています。

平成１８年度末で、

　　５９億５千万円となっています。
前年度と比べて２億４千８百万円借金
が増加しました。
　
　増加の要因は、今金小学校改築や種川
温泉休憩所改修や町民センター外壁改修
など施設整備の事業を行ったものによる
ものです。

毎年どのくらい借金しているの？

250

301

315

413

322

279

524

215

648

194

H14 H15 H16 H17 H18

通常債
臨時財政対策債

臨時財政対策債は、普通交付税の振り替
わりの地方債ですので、あとで交付税で
補てんされる借金のことです。

平成１８年度の借り入れ額は、

　８億４千２百万円となっています。
　
各事業借入額は、
　今金小学校改築　約４億３千２百万円
　種川温泉改修　　約　　５千５百万円
　町民センター　　約　　４千６百万円
　 　　　　　　　　　　　などです。

毎年どのくらい返済しているの？

725

168

740

145

713

129

619

113

595

109

H14 H15 H16 H17 H18

元金
利子

毎年約７億円～８億９千万円の返済金と
なっている。
今後の返済金見込みについては、増加傾
向となっております。

平成１８年度返済金は、

　元金で５億９千５百万円
　利子で１億９百万円となっています。



★各種基金（貯金）について　・・・　　　【一般会計分】

 　町もいざというときのために、貯金（基金積立）をしていますが、税収が急に落ち込んだり、

災害が発生したりした時に備えるものや、将来の大きな事業をするためのものや、利子を財源に

事業を支えるものなど、いろいろな目的をもって貯金をしています。

 　町では、交付税などの収入が伸び悩むなか、計画的で健全な財政運営を進めるために、でき

るかぎり『貯金』をしています。

①　財政調整基金 （単位:百万円）

②　減債基金 （単位:百万円）

③　特定目的基金 （単位:百万円）

各種基金（貯金）の推移　・・・・

457

427

405

374

359
Ｈ14

Ｈ15

Ｈ16

Ｈ17

Ｈ18

　　 災害の発生時による不時の支出の
　 増加や経済不況による予期せぬ収入
　 減などに対応する財源に充てるため、
　 毎年積み立てている。
 
　 平成１８年度末現在高は、

　 　４億５千７百万円となっています。

財政調整基金とは・・・

461

570

603

664

662
Ｈ14

Ｈ15

Ｈ16

Ｈ17

Ｈ18

　　　町には地方債という、借金があります。
　これを計画的に返済するために充てて
  いる貯金です。

　  平成１８年度末現在高は、

　　　４億６千１百万円となっています。

減債基金とは・・・

2,368

2,465

2,435

2,388

2,272Ｈ14

Ｈ15

Ｈ16

Ｈ17

Ｈ18

　 公共施設の整備や地域の活性化など、特定
の目的のために積み立てている基金です。
　 ・ふるさと創生基金
　 ・文庫基金
　 ・生活交通路線基金
　 ・公共施設整備基金
　 ・文化センター建設基金
　 ・野菜価格安定対策基金　　など
 
   平成１８年度末現在高は、

 　２３億６千８百万円となっています。

特定目的基金とは・・・


